
電化実験住宅完成•冷暖房など実験開始

総合技術研究所 需要開発研究室

これからの住宅において電気

をどれだけ利用できるか、 いわ

ば‘‘電気＂の可能l生を追求する。

これまで当社が開発した電化製

品を実際の居住環境において試

験し、 改良点を摘出する。 さら

に、 市販の家庭用電化機器の試

験を行って真にお客様にお勧め

できる1吏い方を明らかにしてい

<…•••などのために実験住宅を

建設した。

62年度から実用試験を行い、

電化機器や壁の断熱構造などの

改良課題を把攘する予定である。
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1 建物の概要

建物は洋風木造2階

建一部地下室付きとし 、

外装 ・ 内装ともに白を

基調とした。

表紙に全蚊を 、 第1

表に建物規校を示す。

2 主要機器

この建物で実験する機器の主なものは第2表に

示すとおりである。

第2表 主要機器

第 1 表 建物規模

延床1(Ii4it 約210m'
11、J,il� 2階 約80m’

1階 約90m'
地附 約40m’

建築Ihi.f,J'i 約9うm'

I 機 悩 仕 様 特 徴 I 
深夜裕熱冷暖粉 311 200\/ 一般ft屯へのiJ, • 1), 
窄，9ilシステム 3. 75kW 括熱の適JII

JA< 1サ令1磁9,ji
IOOV 押し1．．げ式で［l',し人

450W れ容易、 省スペース

屯
．f•生ゴミ処l'Iし器

IOOV 衛生(Iく）に生ゴミを灰
2.5kW にする

多I―I這磁調l'I澤付 200V 多II'，じ磁，J/,JI'll器をワ
ワゴン 2.0kW ゴンに糾んだ

排拗11.!l収追焚浴附 200V ヒートボンプでり1礼ib
システム 2.,1kW 然の布効利lll

省スペースホンプ式 200V 無庄式で1り町1u•ti易t•/1/
,1ヽJ\!!·，じ気温Jk岱 ヽI.ヽlkW を・必視

隣1111沿沸かしl!"i'湯 200V 立ちl．．がI)が斗<
,1, 1\2;じ会rn,＇，jl<h:｝ 4kW 追焚も"rfit

第1 図 赤外線カメラによる室内温度分布測定

3 実験計画の概要

(1) 冷暖房

深夜電力利用の竪型葱熱槽冷暖房システムをは

じめ当社開発の急速暖房）レームエアコンの試験を

行うとともに、 既存の各紐冷暖房方式との比較試

験を行う。

(2) 厨房

ペワ ー アップを図った200V機器 を対象に調

理上の性能、 時間およぴ使い勝手について試験す

る。 また、 厨房スペースを有効に利用する床下冷

蔵庫などの実用性について試験を行う。

(3) サニタリ

今回開発した排熱回収追焚浴槽の性能確認をは

じめ省スペースボンプ式中型温水器などの実用性

評価試験を行う。

(4) 余暇システム

地下室の空調特性について試験を行うとともに

AV（音繹映像）システムを設罹して余暇空問と

しての利用を試みる。

(5) 電力貯蔵

負荷平準化の 一つとして住宅における電力貯蔵

の有効性について試験し、 併せて太陽光発電シス

テムの効果の試験を行う。
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